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財
団
の
Ｌ
Ｌ
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
社
会

起
業
大
学
（
田
中
勇
一
理
事
長
）
に
よ
る

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
グ
ラ
ン
プ
リ

２
０
１
２
冬
」
が
、
２
月
５
日
に
開
催
さ

れ
た
。
田
中
理
事
長
は
冒
頭
挨
拶
で
、「
政

治
も
マ
ス
コ
ミ
も
ひ
ど
い
が
、
私
た
ち
は

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
手
で
、
社
会
を
変

え
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
訴
え
た
。

　

フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
６
名
の
社
会
起
業
プ

レ
ゼ
ン
は
い
ず
れ
も
熱
く
、
５
０
０
人
近

い
観
客
の
共
感
を
得
て
い
た
。
一
方
で
多

額
の
支
援
金
が
出
る
「
ｅ
ｎ-

ｊ
ａ
ｐ
ａ

ｎ
大
賞
」
は
該
当
者
な
し
と
さ
れ
、
事
業

性
訴
求
の
面
で
は
宿
題
が
で
き
た
。

　

田
坂
広
志
氏
（
社
会
起
業
大
学
名
誉
学

長
／
ソ
フ
ィ
ア
バ
ン
ク
代
表
）、
鶴
岡
秀

子
氏
（
ザ
・
レ
ジ
ェ
ン
ド
・
ホ
テ
ル
ズ
＆

ト
ラ
ス
ト
㈱
代
表
取
締
役
）
に
よ
る
基
調

講
演
と
、
前
回
グ
ラ
ン
プ
リ
の
新に

い

川か
わ

政
信

氏（
㈱
か
い
援
隊
本
部
代
表
取
締
役
会
長
）

に
よ
る
活
動
報
告
も
行
わ
れ
た
。

　

田
坂
氏
は
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
経
済
が
ネ

ッ
ト
を
中
心
に
急
速
に
拡
大
し
、
マ
ネ
タ

リ
ー
経
済
と
融
合
し
つ
つ
あ
る
点
に
触

れ
、
利
益
追
求
と
社
会
貢
献
が
同
意
で
あ

っ
た
日
本
古
来
の
企
業
観
を
、
起
業
家
は

大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
訴
え
た
。

　

泊
ま
る
だ
け
で
世
界
の
た
め
に
な
る

「
伝
説
の
ホ
テ
ル
」
提
唱
者
の
鶴
岡
氏
は
、

構
想
だ
け
で
土
地
提
供
者
や
１
８
０
０
人

の
株
主
の
共
感
を
得
て
い
る
。
そ
の
プ
レ

ゼ
ン
を
通
し
て
「
共
感
資
本
を
高
め
る
方

法
」
の
一
端
を
披
露
。

　

新
川
氏
は
、
介
護
と
高
齢
者
雇
用
を
支

え
る
「
か
い
援
隊
」
の
準
備
が
ほ
ぼ
整
い
、

４
月
２
日
の
事
業
開
始
を
宣
言
し
た
。

インド農村で雇用創出し、
貧困解決！ 
●板倉沙織（いたくら さおり）さん
商社勤務でインドビジネスを経験。急発展の
一方でゴミ山をあさる子どもたち。ODAや
NGOの援助で貧困が減らないのは援助慣れ
のせいもあり雇用創出が不可欠と考える。４
月からインドに移住して、日本企業誘致など
の活動に入る。その決意と明るさに共感大。

オホーツクECOライムプロジェクト 
オホーツクで雇用と「持続可能な海」を作る 
●須藤悟（すどう さとる）さん
オホーツクの海岸に山積みされたホタテの貝
殻を、消臭剤やペット用石けんとして資源化。
漁業との共生と同時に雇用を創出する。母親
の介護で地元に帰ることを考えた際、仕事の
少なさに驚き、何とかしなければと自ら立ち
上がった。事業の具体性を審査員が評価。

大人のひきこもり オルタナティブ・
ライフ・プログラム 
●川初真吾（かわはつ しんご）さん
自身もADHDで苦しんだり15年間ひきこ
もっている身内の経験をふまえ、ひきこもり
の人がボランティアや夜間のアウトソーシン
グなどで活躍する場を計画。ひきこもりは病
んだ社会の「炭坑のカナリア」ではという視点
と、温かみを感じる人柄にも共感が集った。

被災地で新しい生き方、働き方を創る！  
～社会起業大学陸前高田校～ 
●三井俊介（みつい しゅんすけ）さん
3.11直後から復興支援団体SETを設立し、
支援マッチングなど活動。被災地の広田町で
は人口流出と世代間コミュニケーション不足
で町存続の危機にある。社会起業大学陸前高
田校を設立し、外部の若者がまちづくりに参
画できる仕組みを構築する。4月から移住。

大学生×社会人で「何のために働くのか」
を気楽に真剣に語り合う場【ハタモク】 
●與良昌浩（よら まさひろ）さん

「何のために働いているのか」と35歳で人生
の迷子になる人が多い。就活の前に働く目的
を考える場として、大学生と社会人が語り合
う場が必要と計画。授業として提供すること
で収益事業化を図る。親の会社をうまく継げ
なかった後悔も原動力に。命名も高評価。

自分の足で最後まで　
80歳になっても人より10倍楽しむ生活 
●山本慎一（やまもと しんいち）さん
体が元気なら歳をとってもやりたいことがで
きる。ぼくなら80歳になったとき他の人よ
りモテたい。リハビリではなく、元気な人を
さらに元気にするための個別訪問型トレーニ
ングの山本メソッドを事業化。80代が元気
でモテる人だらけの楽しい社会を目指す。

［
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起
業
大
学
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ジ
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田坂広志 氏

鶴岡秀子 氏

新川政信 氏

田中勇一理事長

グラン
プリ審査員
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